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◆定例理事会 
 日時：１月26 日（土）18:30～19:30 
 場所：文化研修センター２F 
◆英会話教室 
 ネイティブスピーカーとしゃべってみましょう！ 
 毎週木曜日 19：00～21：00 
 場所：文化研修センター２F 
 講師：エリック・ワイリーさん 
 お問合せ：後藤田（TEL 24-5234） 
◆英会話フリートーク 
 英語をブラッシュアップさせたい方にお薦め！ 
 日時：１月20or27日（日）19：00～21：00 
 場所：治作マンション２F 
 講師：アン・中村さん 

 
◆日本語教室 
 ＜市場町コミュニティセンター＞  
毎週日曜日 10：30～12：30 
 ＜高川原公民館＞ 毎週日曜日 14：00～16：00 
 ＜手塚さん宅＞  
毎週水曜日・日曜日 19：00～21：00 
   講師：手塚功さん（TEL 24-1284） 
   サポーター：住友初美さん 
＜鴨島 文化研修センター＞  
毎週日曜日 13：30～15：30 
   講師：村上さん（TEL 24-8018）、藤野井さん 
 毎週金曜日 19：30～21：00（一般～児童・学生） 
   講師：市原さん、谷本さん 
   サポーター：有持さん、井原さん、日野 

 
 
【１月からの活動予定】 
◆国際理解講座「ベトナムってどんな国？」 
 講 師：レーティ スン トゥイさん 
    徳島大学大学院工学部博士課程 
 日 時：１月20日（日）15：30～17：00 
 場 所：文化研修センター２F 
 ＊講演は日本語で行います。 
◆日本語指導ボランティア養成講座（前期・後期） 
日 程：前期1月*12日、19日 
    後期１月26日、２月*９日、23日、 

３月１日、*８日（すべて土曜日） 
（午前３時間・午後３時間、*は午後3時間のみ） 
講 師：TOPIAの日本語講師（元木佳江さん） 
場 所：吉野川市文化研修センター 
参加費：無料、ﾃｷｽﾄ「みんなの日本語Ⅰ、Ⅱ」 
＊後期受講希望者は瀬尾まで（TEL 24-2762） 
◆新年会 
ベトナム人のトゥイさんをゲストにお迎えします。 

 
市原副会長にエジプトのお話をしていただきます。 
日 時：１月20日（日）17：30～ 
場 所：レストラン・カナ 
参加費：3000円程度 
お申込：瀬尾まで（TEL 24-2762） 
◆YIA海外視察研修旅行 
「ポリネシアの文化にふれる旅」 
 期 間：１月４日（金）～８日（火） 
 訪問地：ハワイ オアフ島、参加者：10名 
 ガイド：メアリーさん（めぐみ幼稚園英語教諭） 
【お知らせ】 
◆吉野川市文化協会の講演会 

 日時：２月17日（日）14：00～15：30 
 場所：鴨島公民館ホール、講師：加賀美幸子さん 
 チケット：1,000円（瀬尾までTEL24-2762） 
◆会費未納者の方へ 
理事会で協議し、次号から会員だよりの送付を見合わ

せることになりましたのでご了承ください。 



【12月の活動報告】 
●英会話教室忘年会 
 日 時：12月20日（木）18：30～21：00 
 場 所：青柳レストラン 
 参加者：23名（外国
人４名、日本人19名） 
（ゲスト：リビアさん、

マカさん、フォンさん）

マカさんがピエロの扮

装をしてクリスマスソ

ングを歌い、楽しく盛

り上げてくれました。 
●地域国際交流 in鴨島小学校 
 日 時：12月４日（火）11：25～12：10 

 場 所：鴨島小学校４年生79名 

 講 師：カナダ人の田中クレアさん 

 サポート：後藤田、茎田 
●地域国際交流 in牛島小学校 
中国人の方を講師にお迎えし、ギョウザ作り、ゲーム、

クイズなどをして楽しく交流しました。 
 日 時：12月23日（日）13：00～17:00 
 場 所：牛島小学校、指導：手塚副会長 
 内 容：中国人のギョウザ作りとｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨｰ 
 参加者：38名、サポート：後藤田、瀬尾 
 
 
 
 
 
 
 
●第８回理事会 
 日時：12月22日（土）18：30～19：30 
 場所：「みつなり」、参加者：７名 
 議事：各部活動報告、１月の活動計画など 
    会費未納者の処遇について 

●今月は｢エリックさんのひとこと英会話｣をお休みし

ます。代わりに、鴨島在住のメアリーさんが、アメリ

カのクリスマスについて、お話してくださいました。

誰もが楽しみにしているクリスマスの本来の意味を、

ここで考えてみましょう。 

                   

 By メアリー・ミラー・マカ 

12月25日-クリスマスの日は、世界中でそうですが、アメリ

カでもキリスト教信仰を持つ人々がイエス様の誕生を祝う

日です。実際にアメリカ政府は、1870年6月26日にクリスマ

スの日を連邦の休日と宣言しました。今ではクリスマスは

一年中でも一番大きな出来事の一つです。学校や大学、州

や連邦政府と多くのビジネスに関わる人々は家族や親しい

友人と一緒に過ごすために少なくとも1，2日の休みが与え

られます。クリスマスは休日であり、同時に聖なる日で家族

や友人が共に過ごす特別のお祝いの日なのです。12月24

日のクリスマスイブは、イエス様が星の輝く夜にベツレヘム

の馬小屋でお生まれになったことを記す聖書の「降誕物語」

のためにクリスチャンにとって大変意義深い日です。人気

のある「きよしこの夜」はキャロリング（お祝いの歌を歌うこ

と）や聖歌隊でもよく歌われる人気の曲です。 

 

商売や、家族や友人の間のプレゼント交換などによって過

度に商業化されたアメリカの12月は、一年のうちで一番忙し

い季節です。しかしながら家族の楽しい集まりや、祝日の

食事、教会に行くこと、会社やクラブのクリスマスパーティ

ー、クリスマスクッキーを焼いたり贈り合ったりすること、音

楽のコンサートや慈善活動などにとっても特別な時です。

小さな子どもがいる家庭にとっては、サンタクロースとトナ

カイたちの到着を楽しみに待つ時です。（サンタクロースは

ファーザークリスマス、聖ニコラウスとも呼ばれます）サンタ

クロースは煙突を通って運んできたプレゼントをクリスマス

ツリーの下において行きます。子どもたちはそれをクリスマ

スの朝に見つけるのです。「サンタが街にやってきた」「ジン

グルベル」「赤鼻のトナカイ」などのキャロルをはじめとして、

テレビのマンガになって子どもからお年寄りまでみんなに

愛されているキャロルがたくさんあります。 

                           （次号に続く） 

 
【広報部からのお知らせ】 
●メールにて配信している会員だよりは PDF ファイル
になっております。このファイルはAcrobat Readerをダ
ウンロードしてご覧ください。 
 
 
皆様からのご意見・ご提案などをお待ちしています。

広報部長：日野恵美子（24‐5560） 


